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１ 調査の目的と実施体制 

１ 調査の目的 

栃木県では、ニホンジカ（以下「シカ」という。）による農林業被害の軽減、自然植生被害に

よる自然生態系のバランスの回復等を図るため、平成 6（1994）年度に「栃木県ニホンジカ保護管

理計画（一期計画）」を策定した。現在は鳥獣保護管理法の特定計画制度による「栃木県ニホ

ンジカ管理計画（七期計画）」に基づきシカの管理対策を実施している。 

一期計画の当初から、実施した対策の効果を把握、評価し、その結果を次の対策に反映させ

るためにモニタリング調査を行っている。七期計画では、有害捕獲等の捕獲、侵入防止柵の設

置等の防護、ヤブの刈り払い等の環境整備などにより、総合的な被害防止対策の推進を図るこ

ととしており、モニタリング結果に基づき対策の有効性を判断していくこととしている。 

本モニタリング結果報告では、シカ個体群の動態、農林業被害の状況、植生への影響等につ

いて、関係機関の協力を得ながら詳細な状況の把握を行い、令和５（2023）年度中に実施した対策

の評価を行うことを目的とする。 

 

２ 調査の実施体制 

調査項目 実施体制 

捕獲数及び捕獲の分布 

月別捕獲数 

捕獲効率 

目撃効率 

捕獲努力量 

捕獲の方法 

林業センター 

（捕獲票等の記入は、捕獲従事者又は市町） 

捕獲個体の状況 林業センター 

生息密度調査 林業センター（調査は委託による） 

下層植生衰退度調査 林業センター（調査は委託による） 

被害調査 

 

 

 

農作物被害 農政部経営技術課 

農業集落アンケート調査 環境森林部自然環境課 

人工林被害 国有林 林業センター（分析） 

塩那森林管理署（データ提供） 

日光森林管理署（データ提供） 

民有林 環境森林部森林整備課（データ提供） 

被害対策実施状況 農政部経営技術課 

植生への影響調査 林業センター 

狩猟者の状況 環境森林部自然環境課 
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２ 捕獲数と捕獲の分布 

１ 調査方法 

 有害捕獲等（有害鳥獣捕獲、個体数調整、指定管理鳥獣捕獲等事業による捕獲）の従事者や

狩猟登録者から、捕獲数や捕獲日、捕獲場所、雌雄等の情報を収集した。捕獲位置については、

福島県、茨城県、群馬県、埼玉県からも情報をいただき、広域図を作成した。なお、分布図の鳥

獣保護区等は、令和５(2023)年度時点の状況で表記している。 

 

２ 結 果 

(1) 捕獲数 

・ 有害捕獲等による捕獲数は 9,846 頭（オス 4,317 頭、メス 5,529 頭、）で、令和４（2022）年

度より 536 頭減少した（対前年比 86％）（図 2-1）。 

・ 狩猟による捕獲数は 2,778 頭（オス 1,261 頭、メス 1,517 頭）で、令和４（2022）年度より 34

頭増加した（対前年比 101％）（図 2-1）。 

・ 有害捕獲等と狩猟との合計捕獲頭数は 12,624 頭で、令和４（2022）年度より 502 頭減少し（対

前年比 96％）、２年連続の減少となった。 

・ 雌雄別捕獲頭数は、オス 5,578 頭（44％）、メス 7,046 頭（56％）であり、メスの占める割

合は平成 24(2012)年度以降 50％台で推移している（図 2-2）。 

 

付表１：市町別捕獲数（有害捕獲等） 

付表２：市町別捕獲数（狩猟） 
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不明 0 1 0 1 26 0 1 19 0 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 105 196 196 583 680 1246 0 0
メス 488 294 232 667 619 739 1695 1521 983 826 831 904 1025 895 1096 881 1229 1148 1777 2941 3893 3794 4898 5394 5069 5433 6052 8140 7276 7046
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図２ 有害捕獲等・狩猟の年度別雌雄別捕獲数の推移
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計 1735 1317 919 1874 1796 1772 3378 2944 2170 2066 2096 2175 2190 1760 2302 1810 2666 2376 3466 5306 6606 7010 8735 9784 9126 10201 11718 15720 13126 12624
有害捕獲等 665 424 357 568 458 390 400 268 264 181 241 346 469 527 714 703 863 922 1405 2580 3132 3759 5011 6088 5911 6708 9425 11461 10382 9846
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図１ 有害捕獲等・狩猟の年度別捕獲数の推移

□有害捕獲等

■狩猟

 図 2-2 有害捕獲等・狩猟の年度別雌雄別捕獲数の推移 

 
図 2-1 有害捕獲等・狩猟の年度別捕獲数の推移 
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(2) 分布（有害捕獲等） 

・ 捕獲数が 100 頭以上の区画は、那須塩原市・矢板市・塩谷町の高原山周辺、日光市西部、

鹿沼市から佐野市にかけて分布していた（図 2-3）。 

・ 県北東部では、大田原市東部で、銃とくくりわなによりオスジカが１頭ずつ捕獲されてい

た（図 2-3）。 

・ 渡良瀬遊水地に接する野木町で、くくりわなによりメスジカが１頭捕獲されていた（図 2-

3）。 

・ 広域では、福島県会津地方から栃木県西部、群馬県赤城山付近にかけて多く捕獲されてい

た。八溝山周辺では、福島県棚倉町と茨城県大子町で捕獲があった（図 2-4）。 

・ ５年ごとの累積捕獲数の分布では、近年、捕獲地域が拡大傾向にあり、特に県央及び北東

部の地域で顕著であった（図 2-5）。 

・ また、300 頭以上捕獲された区画数が、高原山周辺の県北部や佐野市等の県南西部で増加す

る傾向にあった（図 2-5）。 

図 2-3 有害捕獲等によるニホンジカ捕獲分布（令和５（2023）年度） 

捕獲数：9,846 頭 

 

ニホンジカ 

有害鳥獣捕獲等 
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図 2-4 有害捕獲等によるニホンジカ広域捕獲分布（令和５（2023）年度） 
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図 2-5 ５年ごとの累積捕獲数の分布（有害捕獲等） 

H26-H30 

捕獲数 23,901 頭 

H16-H20 

捕獲数 2,297 頭 

H21-H25 

捕獲数 6,473 頭 

R1-R5 

捕獲数 47,822 頭 
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(3) 捕獲分布（狩猟） 

・ 捕獲数が 100 頭以上の区画は、高原山周辺や鹿沼市西部に存在している一方、日光鳥獣保

護区周辺には存在しなくなっていた（図 2-6）。 

・ 令和５（2023）年度の「狩猟鳥獣捕獲禁止区域（ニホンジカとイノシシを除く）」を含む区画

における捕獲数は、表日光地区のみは大きく減少していたものの、他の地区はやや増加して

いた（図 2-7）。 

・ 広域では、栃木県西部に捕獲の多い地域があり、福島県会津地方や群馬県赤城山周辺に連

続していた。茨城県での捕獲はなかった（図 2-8）。 

・ ５年ごとの累積捕獲数の分布は、県南西部や高原山周辺において拡大傾向が見られたほか、

少数であるが県東部でも捕獲されるようになっていた（図 2-9）。一方、日光鳥獣保護区周辺

の 300 頭以上捕獲された区画が減少する傾向がみられた(図 2-9)。 

図 2-6 狩猟によるニホンジカ捕獲分布（令和５（2023）年度） 

ニホンジカ 

狩猟 

捕獲数:2,778 頭 
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図 2-8 狩猟によるニホンジカ広域捕獲分布（令和５（2023）年度） 
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図７ 狩猟鳥獣捕獲禁止区域周辺の捕獲数の推移（狩猟）
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北高原山(H13)
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※図中の地区名が指す年度は各区域設定年度を示す

古峰原

前日光

西大芦(H20)

表日光(H26)

塩原北(R4)

図 2-7 狩猟鳥獣捕獲禁止区域周辺の捕獲数の推移（狩猟） 
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図 2-9 ５年ごと累積捕獲数の分布（狩猟） 

H16-H20 

捕獲数 8,226 頭 

H21-H25 

捕獲数 9,151 頭 

H26-H30 

捕獲数 17,360 頭 

R1-R5 

捕獲数 15,567 頭 



10 
 

３ 月別捕獲数 

１ 調査方法 

有害捕獲等（有害鳥獣捕獲、個体数調整、指定管理鳥獣捕獲等事業による捕獲）の従事者や

狩猟登録者から、捕獲数や捕獲日の情報を収集した。 

 

２ 結 果 

(1) 有害捕獲等 

・ 月別捕獲数は、上半期では６月に最も多く、下半期では 10～11 月と２～３月に多い傾向

を示した。(図 3-1) 

 

(2) 狩猟 

・ 月別捕獲数は、猟期中は 300 頭前後で推移し、３月前半に増加する傾向であった（図 3-2）。 

・ わなのみ狩猟期間を延長した 11月前半には、188 頭（７％）が捕獲された。 

・ 計 20 市町を対象に狩猟期間を延長した３月前半には、382 頭（14％）が捕獲された。 
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図１ 月別捕獲数の推移（令和５年度有害捕獲等）
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図２ 月別捕獲数の推移（令和５年度狩猟）

図 3-1 月別捕獲数の推移（令和５年度有害捕獲等） 

 
図 3-2 月別捕獲数の推移（令和５年度狩猟） 
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４ 捕獲効率(CPUE) 

１ 調査方法 

有害捕獲等（有害鳥獣捕獲、個体数調整及び指定管理鳥獣捕獲等事業による捕獲）の従事者

や狩猟登録者から、銃猟については入猟日、場所、入猟者数及び捕獲数、わな猟についてはわ

な設置数、設置期間及び捕獲数についての情報を収集した。狩猟カレンダーは、平成 26(2014)

年度以降は捕獲対象を区別しているため、シカを目的としている狩猟者のデータのみを分析し

た。 

 

２ 結 果 

(1) 有害捕獲等 

・ 銃の捕獲効率は 0.20 で、前年よりやや減少していた（図 4-1）。 

捕獲効率が高い区域は、県西部に点在していた（図 4-2）。 

・ 箱わなの捕獲効率は 0.10 で、概ね横ばいで推移していた（図 4-1）。 

  捕獲効率が高い区域は、高原山周辺や日光鳥獣保護区周辺に分布していた（図 4-2）。 

・ くくりわなの捕獲効率は昨年と同じ 0.33 であったが、平成 27(2015)年度以降最も高い値

を維持していた（図 4-1）。 

捕獲効率が高い区域は、県西部に広く分布していた（図 4-2）。 

捕獲効率（CPUE）：単位努力量当たりの捕獲量（銃：１人１日当たりの捕獲数、わな：100 基

１日当たりの捕獲数）、Catch Per Unit Effort 相対的な密度の指標となる。 

※平成 26(2014)年度はデータの欠損があったため、平成 27(2015)年度以降のデータのみを分析した。 
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図１ 捕獲効率の年変化（有害捕獲等）
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※シカを目的とした狩猟者のみ集計
 図 4-1 捕獲効率の年変化（有害捕獲等） 
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※延べ入猟者数 30 人日もしくは 30 基日以上の

区画のみ作図 

※わな猟は 100 基あたりの値 

 

図 4-2 有害捕獲等の捕獲効率（令和５（2023）年度） 

 

付表３：市町別捕獲効率（有害捕獲等） 
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箱わな 銃 
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(2) 狩猟 

・ 銃の捕獲効率は 0.22 で、前年よりやや減少していた（図 4-3）。 

捕獲効率が高い区画は、県北西部に分布していた（図 4-4）。 

・ 箱わなの捕獲効率は 0.14 で、概ね横ばいで推移していた（図 4-3）。 

  捕獲効率が高い区画は、鹿沼市等の県南西部に分布していた（図 4-4）。 

・ くくりわなの捕獲効率は 0.25 で、概ね横ばいで推移していた（図 4-3）。 

捕獲効率が高い区画は、県北部から県南西部にかけて分布していた（図 4-4）。 
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図 4-3 捕獲効率の年変化（狩猟） 
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※延べ入猟者数 30 人日もしくは 30 基日 

以上の区画のみ作図 

※わな猟は 100 基あたりの値 

 

図 4-4 狩猟の捕獲効率（令和５（2023）年度） 

 

付表４：市町別捕獲効率（狩猟） 

銃 箱わな 

くくりわな 
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５ 目撃効率(SPUE) 

１ 調査方法 

有害捕獲等（有害鳥獣捕獲、個体数調整、指定管理鳥獣捕獲等事業による捕獲）の従事者や

狩猟登録者から、銃猟を行う際の入猟日、場所、入猟者数及び目撃数についての情報を収集し

た。狩猟カレンダーは、平成 26(2014)年度以降は捕獲対象を区別しているが、目撃は捕獲対象

に関わらずなされるため、分析にあたっては全ての従事者のデータを使用した。 

 

２ 結 果 

(1) 有害捕獲等 

・ 目撃効率は 0.96 で、３年ぶりに１以下となっていた（図 5-1）。 

・ 目撃効率が高い区域は、日光鳥獣保護区の周辺に存在していた（図 5-2）。 

・ 真岡市の南部においてオスジカの目撃があった。 

 

(2) 狩猟 

・ 目撃効率は 1.72 で、前年よりも減少していた（図 5-1）。 

・ 目撃効率が高い区域は、日光鳥獣保護区及び高原山の周辺に分布していた（図 5-2）。 

 

目撃効率（SPUE）：単位努力量当たりの目撃数（１人１日当たりの目撃数）、Sighting Per 

Unit Effort 相対的な密度の指標となる。 

※平成 26(2014)年度はデータの欠損があったため、平成 27(2015)年度以降のデータのみを分析した。 
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※延べ入猟者数 30 人日以上の区画のみ作図 

図 5-2 有害捕獲等および狩猟の目撃効率（令和５（2023）年度） 

 

付表５：市町別目撃効率（有害捕獲等） 

付表６：市町別目撃効率（狩猟） 

 

  

有害捕獲等                狩猟 
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６ 捕獲努力量 

１ 調査方法 

 有害捕獲等（有害鳥獣捕獲、個体数調整及び指定管理鳥獣捕獲等事業による捕獲）の従事者

や狩猟登録者から、出猟した延べ日数及び延べわな設置数の情報を収集し、算出した。 

狩猟カレンダーは、平成 26(2014)年度以降は捕獲対象を区別しているため、シカを目的とし

ている狩猟者のデータのみを分析した。 

 

２ 結 果 

(1) 有害捕獲等 

・ 銃は平成 28(2016)年度以降減少していたが、令和２(2020)年度以降、増加傾向であった。こ

の要因としては、令和２(2020)年度から令和３(2021)年度にかけて日光市が狩猟も有害捕獲の扱

いとした影響であると考えられる。令和５（2023）年度は 7千人台に減少していた。（図 6-1） 

・ 箱わなは平成 28(2016)年度以降横ばいであった（図 6-1）。 

・ くくりわなは増加傾向であったが、令和３（2021）年度以降横ばい傾向となっていた（図 6-

1）。 

・ 銃猟の入猟者数が多い区域は、日光鳥獣保護区や高原山周辺に分布していた（図 6-2）。 

・ 箱わなは、県南西部に多く設置されていた（図 6-2）。 

・ くくりわなは、県央部及び県南西部の中山間地を中心に多く設置されていた（図 6-2）。 

 

 

※平成 26(2014)年度はデータの欠損があったため、平成 27(2015)年度以降のデータのみを分析した。 
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図 6-1 捕獲努力量の年変化（有害捕獲等） 
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図 6-2 有害捕獲等の延べ入猟者数・延べわな設置数（令和５（2023）年度） 
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(2) 狩猟 

・ 捕獲努力量は、令和４（2022）年度と比較しくくりわなが増加、銃と箱わなが横ばいであった

（図 6-3）。 

・ 銃猟の入猟者数が 100 人以上の区域は、高原山の周辺や、日光鳥獣保護区の周辺から鹿沼

市、佐野市にかけての山間地に広範囲に分布していた（図 6-4）。 

・ 箱わなは、県南西部に多く設置されていた（図 6-4）。 

・ くくりわなは、県南西部の中山間地を中心に多く設置されていた（図 6-4）。 
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図 6-4 狩猟の延べ入猟者数・延べわな設置数（令和５（2023）年度） 
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７ 捕獲の方法 

１ 調査方法 

有害捕獲等（有害鳥獣捕獲、個体数調整及び指定管理鳥獣捕獲等事業による捕獲）の従事者

や狩猟登録者から、使用した猟具についての情報を収集した。 

 

２ 結 果 

(1) 有害捕獲等 

・ 猟具別の捕獲数は、くくりわなによる捕獲が最多で、全体の 70％を占めていた（表 7-1、

図 7-1）。 

・ 次いで、銃による捕獲が多く、全体の 22％を占めていた。箱わなによる捕獲は全体の

７％を占めていた（表 7-1、図 7-1）。 

・ 銃による捕獲は前年に引き続き減少し、くくりわなによる捕獲は近年６千頭前後で推移し

ていた（図 7-1）。 

表１　猟具別捕獲数（有害捕獲等） 頭(%)

年度 計

207 (7) 1,547 (49)

256 (7) 2,100 (56)

306 (6) 3,202 (64)

347 (6) 3,954 (65)

368 (6) 3,944 (67)

467 (7) 4,278 (64)

544 (6) 5,917 (63)

454 (4) 6,110 (53)

554 (6) 6,303 (68)

566 (7) 5,864 (70)
R5 1,874 (22) 56 (1) 8,360

6,430 (77)

11,461R3 3,580 (31) 1,317 (11)
6,564 (57)

6,708
4,745 (71)

R2 2,244 (24) 720 (8) 9,425
6,461 (69)

R1 1,367 (20) 596 (9)

6,088
4,301 (71)

H30 981 (17) 618 (10) 5,911
4,312 (73)

H29 1,202 (20) 585 (10)

3,759
2,356 (63)

H28 1,470 (29) 33 (1) 5,011
3,508 (70)

H27 1,373 (37) 30 (1)

H26 1,378 (44) 0 (0) 3,132
1,754 (56)

R4 2,380 (26) 72 (1) 9,309
6,857 (74)
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 表 7-1 猟具別捕獲数（有害捕獲等） 

 
表 7-1 猟具別捕獲数の推移（有害捕獲等） 
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(2) 狩猟 

・ 猟具別の捕獲数は、銃による捕獲が最多で、全体の 71％を占めていた（表 7-2、図 7-2）。 

・ 次いで、くくりわなによる捕獲が多く、全体の 26％を占めていた。箱わなは、全体の 3％

であった（表 7-2、図 7-2）。 

・ 銃による捕獲は減少傾向にあり、くくりわなや箱わなの捕獲数は横ばいであった（図 7-

2）。 

 

 

付表７：市町別猟具別捕獲数（令和５年度・有害捕獲等） 

付表８：市町別猟具別捕獲数（令和５年度・狩猟）  

表２　猟具別捕獲数（狩猟） 頭(%)

年度 計

100 (3) 433 (12)

63 (2) 650 (20)

62 (2) 594 (16)

60 (2) 747 (20)

34 (1) 684 (21)

68 (2) 739 (21)

36 (2) 427 (19)

35 (1) 856 (20)

51 (2) 580 (21)

74 (3) 733 (26)
R５ 1,971 (71) 0 (0) 2,778

807 (29)

4,259
891 (21)

R３ 3,368 (79) 0 (0)

3,493
807 (23)

R２ 1,830 (80) 0 (0) 2,293
463 (20)

R１ 2,686 (77) 0 (0)

3,696
807 (22)

H30 2,497 (78) 0 (0) 3,215
718 (22)

H29 2,889 (78) 0 (0)

3,251
713 (22)

H28 3,068 (82) 0 (0) 3,724
656 (18)

H27 2,538 (78) 0 (0)

H26 2,941 (85) 0 (0) 3,474
533 (15)

R４ 2,113 (77) 0 (0) 2,744
631 (23)
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図２ 猟具別捕獲数の推移（狩猟）
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表 7-2 猟具別捕獲数（狩猟） 

 
図 7-2 猟具別捕獲数（狩猟） 
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８ 捕獲個体の妊娠率 

1 調査の目的 

有害捕獲等（有害鳥獣捕獲、個体数調整による捕獲）により捕獲された個体の分析を行い、

個体群の繁殖力の情報を得ることにより、地域個体群の特性及び動態変化を把握した。 

（※平成 25(2013)年度から年齢査定は行っていない。） 

 

2 調査方法 

  モニタリングの対象は生態系保全地域（日光鳥獣保護区域内：旧日光市、旧足尾町の一部）

のみで、冬期に行われる一斉駆除の際に、胎児の有無を目視で確認した。原則、妊娠の可能性

がない 0.5 歳（幼獣）、個体差のある 1.5 歳（亜成獣）の個体は除き、2.5 歳以上の個体のみ

を扱った。平成 25(2013)年度以降は年齢査定を実施していないため、成獣個体は歯の萌出状

況から判定した。 

なお、令和２(2020)年度及び令和３（2021）年度の一斉駆除については、新型コロナの蔓延防止

対策のため中止としたので、データには含まれていない。 

 

3 結 果 

・ 足尾において、直近５か年の妊娠率は 75％であり、前の５か年より上昇していた（図 8-

1）。 

・ 中宮祠（男体山周辺）において、直近５か年の妊娠率は 83％であり、前の５か年と同様な

数値となっていた（図 8-2）。また、中宮祠は全般的に足尾より高い傾向であった。 
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図１ 足尾における５年ごとの妊娠率（2.5歳以上）

※グラフ上部の数字は、妊娠個体数／サンプル数

 図 8-1 足尾における５年ごとの妊娠率（2.5 歳以上）  図 8-2 中宮祠における５年ごとの妊娠率（2.5 歳以上） 
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９ 区画法調査 

１ 調査方法 

調査地の地形・植生条件を考慮して、区画法＊1 及び定点観察法＊2 を用いた（図 9-1）。いず

れも１地点について年 1 回の調査であるため、結果は年変動が大きい特徴がある。このため、

地域ごとに３年平均で集計して傾向を把握した。 

 

 

 

図 9-1 調査地点位置図 

※定点観察法は「久蔵沢」と「松木」の２地点、それ以外の 29 地点は区画法で実施。 

 

 

＊１ 区画法：複数の区画に区分した調査地を、区画毎に調査員が一定時間内に一斉に踏査し、

出会ったシカを数える。 

＊２ 定点観察法：見通しの良い斜面を対岸から観察し、出現するシカを数える。 
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２ 結果 

(1)日光鳥獣保護区内（図 9-2、付表９） 

① 奥日光 

令和５（2023）年度の平均値は 4.12 頭/㎢であった。３年平均値は、H26-H28 以降は４頭/㎢台

で推移していたが、R2-R4 に６頭/㎢台に上昇し、R3-R5 も同様の値であった。 

② 表日光 

令和５（2023）年度の平均値は 1.79 頭/㎢であった。R3-R5 の３年平均は 2.21 頭/㎢であり、大

きな変化はみられなかった。 

③ 足尾 

令和５（2023）年度の平均値は 15.68 頭/㎢であった。令和４(2022)年度の平均値が 45.75 頭/

㎢と過去最高であったため、R3-R5 の３年平均は 29.86 頭/㎢と高い値であった。 
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(2) 日光鳥獣保護区以外（図 9-3、付表 10） 

① 日光地域 

旧栗山村や旧藤原町で高い傾

向が認められた。 

② 高原地域 

塩谷町は近年大きく上昇傾向

であったが、令和２(2020)年度

に 24頭/km2を記録した影響が大

きく、R3-R5 は大きく減少して

いた。矢板市は上昇傾向であっ

た。 

③ 鹿沼市 

２地区とも数年単位で増減を

繰り返しているが、20年単位で

みると上昇傾向となっていた。 

④ 佐野市 

２地区とも数年単位で増減を

繰り返しているが、20年単位で

みると上昇傾向となっていた。 

⑤ 那須地域 

上昇傾向となっていた。 

 

 

付表９：夏期の生息密度調査結果

（日光鳥獣保護区） 

付表 10：夏期の生息密度調査結果

（日光鳥獣保護区以外） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-3 夏期生息密度（日光鳥獣保

護区以外）３年平均 
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10 糞塊密度調査 

１ 調査方法 

平成26(2014)年度に設定した計 32 ルートを、毎年10月から11月にかけて調査員が踏査し、

左右１ｍ計２ｍ幅内で見つかった糞塊の数を記録した（平成 28(2016)年度は調査未実施）。 

シカは立ち止まって糞をするだけでなく、歩きながら糞をすることがある。また、傾斜地で

は糞粒が散らばるなどして糞塊同士が重なることがあるため、糞粒の形状、数や新鮮さの度合

い（濱崎ら 2007）、および糞粒のサイズで同一の糞塊かどうかを判定して記録した。また、下

層植生の多寡によって見落とし率に差が生じる可能性あるため、１糞塊の発見糞粒数を 10 粒

未満と 10 粒以上に分けて記録し、調査結果は 10粒以上の糞塊数で示した。 

 

２ 結 果 

・ 糞塊密度の平均は 17.4 糞塊/km であり、近年では多い傾向であった（表 10-1、図 10-1）。 

 

 

 

表１　各年度の糞塊密度調査の結果(10粒以上糞塊のみ)

調査年度
糞塊調査
ルート数

糞塊確認
ルート数

調査距離
（km)

糞塊数
平均糞塊密度

（/km)
標準偏差

H26（2014) 32 30 179.8 2,505 13.9 12.4

H27（2015) 32 31 179.6 2,730 15.2 17.0

H29（2017) 32 31 178.4 3,031 17.0 18.3

H30（2018) 32 30 179.3 3,402 19.0 23.5

R1 （2019) 32 30 178.7 3,388 19.0 24.8

R2 （2020) 32 30 178.7 2,706 15.1 19.8

R3 （2021) 32 29 178.7 2,836 15.9 18.0

R4 （2022) 32 29 178.7 2,366 13.2 18.2

R5 （2023) 32 30 178.7 2,366 17.4 21.8

10.0
11.0
12.0
13.0
14.0
15.0
16.0
17.0
18.0
19.0
20.0

糞
塊

密
度

（
糞

塊
/k

m
）

図１ 平均糞塊密度の変化（10粒以上糞塊のみ）

 表 10-1 各年度の糞塊密度調査の結果（10 粒以上糞塊のみ） 

 図 10-1 平均糞塊密度の変化（10 粒以上糞塊のみ） 
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・ 糞塊密度は県西部が最も高く、次いで県北部に比較的高い地域が分布していた（図２）。中

山間地域には５未満の低い地域が存在していた。 

図 10-2 糞塊密度の分布（R5(2023））（10 粒以上の糞塊のみ） 
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11 その他の生息密度調査 

１ 調査方法 

 奥日光千手ヶ原地区において実施している 15 台のセンサーカメラによるシカの定点調査デ

ータを集計した。人の入り込みを考慮し、夜間のみ(18 時～６時)の記録について、撮影頻度（延

べ撮影晩数あたりの撮影頭数）として月ごとに計算した。 

 群馬県との県境に位置する鬼怒沼（平成 10(1998)年度開始）および白根山（平成 25(2013)年

度開始）において、スポットライトセンサスを行った。鬼怒沼では、原則として８月上旬に調

査を行い、巡視小屋から木道を湿原南端まで往復した。白根山では７月中旬に調査を行い、避

難小屋周辺と五色沼周辺を往復した。 

 

２ 結 果 

(1) 千手ヶ原センサーカメラ調査 

・ 近年の撮影頻度は上昇傾向にあったが、令和５(2023)年度はやや減少していた。 

  

(2) 鬼怒沼および白根山ライトセンサス調査 

・ 鬼怒沼、白根山とも、令和５（2023）年度は減少傾向であった（図２）。 

※ 鬼怒沼は、新型コロナウイルス蔓延防止対策のため、令和３(2021)年度の

調査を中止している 
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図２ 鬼怒沼および白根山ｽﾎﾟｯﾄﾗｲﾄｾﾝｻｽの結果
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図１ 月別撮影頻度の変化（夜間18時～6時のみ）
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※CNが200以上の月のみ図示 図 11-1 月別撮影頻度の変化（夜間 18 時から 6 時のみ） 

 
図 11-2 鬼怒沼および白根スポットセンサスの結果 
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12 下層植生衰退度調査（ＳＤＲ） 

１ 調査方法 

 シカの被害や影響を面的に評価するため、平成 29(2018)年度に引き続き下層植生衰退度（Ｓ

ＤＲ：Shrub-layer decline rank）を明らかにした。調査は、シカ生息の可能性があるメッシ

ュ（標準地域メッシュ第 2 次メッシュを 1/4 にしたもの。いわゆる 5km メッシュ）のうち、平

成 29(2017)年度に調査を行った 174 メッシュに八溝山周辺の 4メッシュを加えた 178 メッシュ

を対象として、落葉広葉樹林内に１地点ずつ調査地を設定し、シカ食害痕の有無、地上から２

ｍの範囲の下層植生の被度を測定し、被度が少ないほどシカの影響が大きいと判定した（図 12-

1）。なお、ササの桿高も計測し、その矮小化の

レベルも加味して判定した。調査結果はＧＩ

Ｓ上でＩＤＷ法による空間内挿処理（距離係

数 4000、出力ラスタサイズ行 500 列 506）を

行い、面的な情報として示した。 

 

２ 結 果 

・ 植生の衰退が顕著な地域は、北部の高原山周辺や、西部の奥日光から足尾、鹿沼市、佐野

市、栃木市にかけて存在していた。 

・ 大田原市東部の八溝山付近に、Ｄ０の地域が存在していた。 

 ・ 平成 29年度の結果で那須地域にＤ１、Ｄ０の判定があるのは、カモシカの痕跡を誤判定し

た可能性がある。 

 

 

 

図 12-1 植生被度とＳＤＲランクの関係 

植生被度％ 

図 12-3 ＳＤＲ調査結果（令和５年度） 図 12-2 ＳＤＲ調査結果（平成 29 年度） 
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13 農作物被害の発生状況 

１ 調査方法 

平成 19(2007)年度から、野生鳥獣による農作物の被害状況調査要領（農林水産省生産局長通

知）に基づき、市町村からの１年間の被害報告を獣種別、作物別に集計している。 

２ 被害発生状況 

(1) 農作物別被害状況 

シカによる農作物の被害金額は、平成 28(2016)年度以降減少傾向にあるが、令和５（2023）年

度は 22 百万円と、前年度よりやや増加した（表１、図１）。 

農作物別でみると、平成 26(2014)年度からは稲の被害が最も大きい。また、令和５（2023）年

度は野菜及び飼料作物の被害割合が前年度に比べ減った一方、稲の被害割合が微増した（図

１）。 

 

 
 

＜参考＞ 

区 分 
H26 

(2014) 
H27 

(2015) 
H28 

(2016) 
H29 

(2017) 
H30 

(2018) 
R 元 

(2019) 
R２ 

(2020) 
R３ 

(2021) 
R４ 

(2022) 
R５ 

(2023) 

鳥類被害金額 82 85 81 73 47 62 49 40 53 39 

獣類被害金額 271 287 302 263 235 221 211 138 146 141 

合  計※ 353 372 383 336 282 284 260 178 199 180 

 

※ 小数点以下四捨五入 

獣 種 
H26 

(2014) 
H27 

(2015) 
H28 

(2016) 
H29 

(2017) 
H30 

(2018) 
R 元 

(2019) 
R２ 

(2020) 
R３ 

(2021) 
R４ 

(2022) 
R５ 

(2023) 

シ カ 37 45 46 38 29 24 23 24 21 22 

表 13-1 シカによる農作物への被害金額の推移 (単位：百万円) 

(単位：百万円) 

図 13-1 シカによる被害金額の推移（作物別） 
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(2) 地域別被害状況 

被害は平成 29(2017)年度以降長期的には減少傾向となっているものの、令和５(2023)年度は

県南西地域を中心に増加した。（図２）。 

図 13-2 シカによる被害金額の推移（地域別） 
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14 農業集落アンケート 

１ 調査方法 

 集落単位での被害の程度（ほとんどない、軽微、大きい、深刻）や対策実施状況等を把握す

るためのアンケート調査を行った。対象は「世界農林業センサス」の農業集落を単位とするこ

とを基本としたが、市町の実情により自治会長や農業推進委員などに依頼した場合は、得られ

た回答については農業集落を最小の単位として集計した。回答内容の対象期間は、令和５(2023)

年 4 月から 11月とした。 

 得られたデータは、空間統計処理を施すことにより被害分布図を作成するとともに、平成

26(2014)年度に実施した調査との比較を行った。 

 

２ 結 果 

・ アンケートは 3,541 通を配布し、2,538 通の回答を得た（回収率 72％）。 

・ 県北部の高原山周辺や、西部の日光市から鹿沼市、佐野市にかけての地域に、被害の大き

い地域が分布していた（図 14-1）。また、八溝山に接する大田原市東部において、被害が発生

していた。 

・ 被害発生集落数には大きな変化はなかったが、「大きい」「深刻」の集落は減少傾向にあっ

た（図 14-2・「被害なし」の集落は除いて作図）。 

・ 対策に取り組む集落は増加傾向にあり、被害が発生している集落のうちほぼ半数程度が柵

の設置と捕獲の両方を行っていた（図 14-3）。 

図 14-1 シカによる農業被害の分布（Ｒ５） 

0 100 200 300 400 500

H26
(n=415)

R5
(n=424)

H26
(n=415)

R5
(n=424)

ほとんどない 140 135
軽微 137 177
大きい 98 85
深刻 40 27

図２ 農業被害程度別の集落数
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図３ 対策実施状況（被害度軽微以上の集落）
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※グラフ中の数字は集落数を示す

 

 
図 14-3 対策実施状況（被害度軽微以上の集落） 

図 14-2 農業被害程度別の集落数 
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15 人工林被害の状況 

１ 調査方法 

(1) 調査方法 

主に森林組合作業員や国有林作業員によって業務中に発見された被害情報を集計した。シカ

による森林被害が発見された場合、位置、樹種、林齢、被害面積と材積、複合被害の場合はシ

カ以外の加害種名、被害の新・旧などの情報を収集した。被害の新・旧については、当該年度

に発生したと判断される被害を「新規被害」とし、それ以外を「古い被害」とした。 

(2) 調査方法の変遷 

民有林については、平成 13(2001)年度から調査を開始し、平成 13（2001）年度から平成

22(2010)年度までは、森林組合が業務中に発見した被害について情報収集を行った。平成

23(2011)年度は、これまでに被害報告がされている林分やその周辺の林分を中心に現地調査を

行い、平成 24(2012)年度から 26(2014)年度までは、前年度に被害が確認された森林の周辺につ

いて、被害拡大状況の調査を行った。平成 27(2015)年度からは県内全域を対象として、各市町

を通して被害情報の収集を行っている。 

また、国有林については、平成 15(2003)年度から日光森林管理署及び塩那森林管理署の協力

の下、第二種特定鳥獣管理計画（シカ・クマ）の計画対象区域内における国有林の被害につい

て情報収集を行っている。 

 

２ 結 果 

(1) 被害の報告数 

・ 令和５（2023）年度のシカに

よる新規被害報告数は、民有

林で 1,043 件あったが、国有

林では報告されなかった（表

15-1）。 

 

 

 

 

 

(2) 民有林における新規被害状況 

・ 実損面積は 35ha、被害金額は 126 百万円であり、実損面積は減少したものの被害金額は令

和元(2019)年度以降、増加傾向であった（図 15-1）。 

・ 被害の中心は 10～14 齢級であったが、実損面積のうち、2.6ha（７％）が１齢級の幼齢木

被害であった（図 15-2）。 

・ 日光市(20ha）、鹿沼市(８ha)、佐野市(４ha)の順に大きい被害面積であった(付表 11 市町

別シカによる林業被害面積)。 

※実損面積は、被害区域面積

表15-1　シカによる樹種別新規被害報告数（令和5(2023)年度）

民有林 国有林 計

スギ 623 0 623

ヒノキ 417 0 417

アカマツ 2 0 2

サワラ 1 0 1

1,043 0 1,043

※人工林のみの被害

※民有林は、森林組合等の現地調査による、林小班枝番号の被害箇所数

※国有林は、森林管理署の現地調査による、林小班枝番号の被害箇所数

樹　種

計
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×被害率により算出 

※被害金額は、経済的被害

金額（実損面積×標準保

険金額）により算出 

※標準保険金額は、樹種・

林齢により定められてい

る森林保険金額 

 

 

 

 

 

 

(3) 国有林におけるスギ、ヒノキの新規被害状況 

・ この 10 年で初めて、

被害の報告がなかった

（図 15-3）。 
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(4) シカによる新規被害の分布状況 

・ 最大被害率が 50％以上の区画は県北部の高原山周辺に多く、さらに県南西部にかけて広

く分布していた（図 15-4・被害率はメッシュ内における最大値）。 

・ 実損面積が大きい区画は、県北部の高原山系から県南西部にかけて分布していた（図 15-

5）。 

  

 

                   

  

図 15-5 シカによる人工林被害の分布 

（実損面積） 

図 15-4 シカによる人工林被害の分布 

（最大被害率） 
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16 被害対策実施状況 

１ 農作物被害への対策状況（侵入防止柵設置状況） 

 国の事業を活用して、侵入防止柵の導入が進んでいる（図 16-1）。 

令和５（2023）年度に設置した侵入防止柵の延長（イノシシ対策兼用）は 9.4 ㎞（累計 328.9 ㎞）

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 人工林被害への対策状況（民有林） 

国や県の事業を活用して、人工林被害対策が実施されている（図 16-2）。 

苗木の食害対策には、主に忌避剤の散布が行われているが、獣害防止チューブは増加傾向に

あり、令和５(2023)年度の実施面積が 86ha であった。また、剥皮被害対策には獣害防止ネッ

トの設置が行われており、令和５(2023)年度は 231ha であった。  
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17 植生への影響 

１ 目的 

奥日光地域でのシカの採食による森林植生への影響を継続的にモニタリングするとともに、

森林植生の回復に有効な手段を探るため、シカの不嗜好性植物が優占する地域にシカ侵入防止

柵を設置し柵内外の植生調査を行った。 

また、白根山の高山植物群落についてシカ採食の影響を把握するため、シラネアオイの状況

を調査した。 

 

２ 奥日光地域森林植生モニタリング 

(1) 調査地 

調査は奥日光地域の千手ヶ原、小田代原、赤沼の３地区で行った（図 17-1、表 17-1）。奥

日光地域は昭和59(1984)年の豪雪以降シカの生息密度が上昇し、嗜好度の高い植物が消失し、

不嗜好性植物が増加したとされてい

る。千手ヶ原はシカが増加する以前は

チマキザサの優占する地域であった

が、試験地設定時の林床はシロヨメナ

が優占していた。また、千手ヶ原に比べ

ればシカの高密度時代を経ていない小

田代原においても、以前はシカの食圧

に耐性のあるミヤコザサが優占する林

床であったが、試験地設定時にはシロ

ヨメナが優占していた。赤沼は、生息密

度の高い時代を経ておらず、試験地設

定時にはミヤコザサが優占していた

（表 17-1）。                                         

  

(2) 調査方法 

 平成 16(2004)年に、千手ヶ原及び小田代原には 20m×20m、赤沼には 20ｍ×10m のシカ侵

入防止柵を設置した。柵内外には 10ｍ×10ｍの方形区を千手ヶ原と小田代原は４つずつ、赤

沼には２つずつ設置した。 

それぞれの方形区内に４つのコドラート(２ｍ×２ｍ)を設置し、このコドラート内の調査を

図 17-1 調査位置図 

表17-1　調査地の概況

S56(1981)年
豪雪前

H16(2004)年
千手ヶ原ササ消滅後

植生タイプ
（環境省自然環境基礎調査1981）

ハルニレ群集 ミヤコザサ群落 カラマツ植林

チマキザサ ミヤコザサ ミヤコザサ

林床優占種

シロヨメナ シロヨメナ ミヤコザサ

調査箇所 千手ヶ原 小田代 赤　沼

柵設置年度と大きさ
H16(2004)
20m×20m

H16(2004)
20m×20m

H16(2004)
20m×10m



39 
 

行った。草本については種組成及び被度、最大自然高の測定を、木本については樹種のほか、

ナンバリングによる個体識別と樹高の測定を行った。なお、平成 24(2012)年度からは調査対

象のコドラートを半分に減らした。また、令和３（2021）年度までの結果より、柵の有効性は明

らかで、柵内の植生は今後大きな変化はみられないと予想されることから、令和４（2022）年度

からは柵外の２方形区の８コドラートのみを対象として調査を継続した。 

 

(3) 調査結果 

① 木本と草本の種数の変遷 

シカ柵設置直後（H17）、7 年後(H24)、13 年後(H30)以降の木本と草本の種数の変遷を図

２に示した。 

図 17-2 各地区柵内外における草本・木本の種数の変化 

・千手ヶ原および小田代原において、柵外の木本の種数は減少傾向が認められる。 

・赤沼の柵外では木本、草本ともに種数が増加しており、千手ヶ原も柵外の草本種数が緩

やかに増加している可能性がある。 

② シカの採食植物と不嗜好性植物の優占度（相対被度）の変化 

シカ柵設置直後（H17(2005)）、7 年後(H24(2012))、13 年後(H30(2018))以降の木本と草
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本の各調査地区柵内外の植物を、シカの「採食植物」、「不嗜好性植物」、「不明」に３区分

し、区分毎の被度を相対被度で表した。なお、本試験地の不嗜好性植物を代表するシロヨ

メナ、マルバダケブキ及び他の植物を被圧する採食植物のミヤコザサについては、それぞ

れ単独の相対被度を示した（図 17-3）。 

図 17-3 地点ごとの採食植物、不嗜好性植物の優占度（相対被度）の変遷 

・ 千手ヶ原や小田代ヶ原において、先駆的に分布を拡大したのはシロヨメナと考えられる

が、千手ケ原のハルニレ林では、後から侵入してきたマルバタケブキの被度が逆転して

いた。 

Ｈ17 Ｈ24 Ｈ30 R1 R2 R3 Ｈ17 Ｈ24 Ｈ30 R1 R2 R3 R4 R5

柵内 柵外

△不明 13.8 28.2 25.3 24.3 30.7 35.3 15.5 18.9 22.0 24.3 10.6 7.9 9.4 10.3

×シロヨメナ 34.5 4.2 1.1 0.9 0.3 0.6 29.1 17.1 10.2 7.7 8.4 10.9 9.4 10.2

×マルバダケブキ 15.5 28.2 16.5 14.0 24.0 16.6 5.8 28.6 33.9 27.6 48.0 37.8 37.2 35.9

×不嗜好性植物 7.8 5.6 7.7 4.2 2.4 2.5 16.5 6.9 9.6 12.2 10.6 14.2 11.7 11.6

〇ミヤコザサ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

〇採食植物 28.4 33.8 49.5 56.5 42.6 45.0 33.0 28.6 24.3 28.2 23.4 29.2 32.3 32.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

千手ヶ原

Ｈ17 Ｈ24 Ｈ30 R1 R2 R3 Ｈ17 Ｈ24 Ｈ30 R1 R2 R3 R4 R5

柵内 柵外

△不明 22.7 23.6 13.6 14.2 22.4 12.3 15.6 15.7 20.0 24.5 21.7 18.3 13.2 16.1

×シロヨメナ 22.7 4.8 1.9 2.0 6.6 10.6 44.4 39.2 26.7 27.2 28.9 49.6 49.7 42.4

×マルバダケブキ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

×不嗜好性植物 4.5 10.3 7.5 7.1 15.9 15.9 3.7 9.8 10.7 10.9 11.4 8.1 9.0 13.8

〇ミヤコザサ 0.0 0.0 0.0 0.5 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.7 0.2 0.1 0.1 0.1

〇採食植物 50.0 61.2 77.0 76.1 54.9 61.2 36.3 35.3 42.7 36.7 37.8 23.9 28.0 27.6

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0
小田代

Ｈ17 Ｈ24 Ｈ30 R1 R2 R3 Ｈ17 Ｈ24 Ｈ30 R1 R2 R3 R4 R5

柵内 柵外

△不明 6.7 7.2 3.4 8.5 3.2 2.6 7.7 8.5 6.2 13.3 3.0 4.9 5.3 4.7

×シロヨメナ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 1.1 1.0 1.1 0.3 0.7 1.0 0.9

×マルバダケブキ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

×不嗜好性植物 0.0 0.0 1.1 1.7 0.0 1.0 0.0 1.1 1.0 2.2 0.0 0.0 0.2 0.3

〇ミヤコザサ 78.7 84.3 78.7 67.8 76.4 69.0 76.9 74.5 72.2 66.7 92.8 86.6 83.7 85.3

〇採食植物 14.6 8.4 16.9 22.0 20.4 27.4 14.1 14.9 19.6 16.7 3.9 7.9 9.7 8.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

赤 沼

〇採食植物 〇ミヤコザサ ×不嗜好性植物

×マルバダケブキ ×シロヨメナ △不明
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・ 小田代原および赤沼では、採食植物の被度がやや低下していた。 

③ 木本類の生育状況 

令和４(2022)年度と令和５(2023)年度を比較したときの種別の個体数を、図 17-4 に示した。また、

令和２(2020)年度から連続して追跡できた個体について、種毎の平均樹高の経年変化を図 17-

5 に示した。 

図 17-4 木本類個体数の変化（Ｒ４→Ｒ５） 

図 17-5 平均樹高の経年変化 

・ サワフタギやオオモミジは消失個体数に対して継続個体数が多く、日光地域において

はシカの採食圧下でも比較的生育しやすい種である可能性がある。 

・ オオモミジ、ハルニレで新規個体が多く確認された。またサワフタギ、ズミ等もある

程度種子供給はされていることが示唆される。 

・ ハルニレやミズナラは、種子供給はされているが消失する個体も多い。 

・ 樹高 0.2m 未満のほとんどの種で、樹高は減少か横ばいの傾向である。 

・ 新規個体が全地区で毎年確認されていることは、天然更新の母樹となる高木性樹種が

生存し、天然更新の備えがまだ存在することを示唆している。 

 

(4) まとめ 

全地区を通して、不嗜好性植物の被度の増加や採食植物の被度の低下、樹高の上位階級個

体の欠如が示されており、依然としてシカの高い採食影響を受けていると考えられる。 
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３ 白根山シラネアオイ調査 

(1) 調査地 

調査地は、日光白根山（標高 2,578ｍ）の

北東に位置する五色沼の北東斜面で、植生

保護のために設置した電気柵（以下「保護

柵」という。）の内外で行った（図 17-6）。 

 

(2) 調査方法 

保護柵内の６か所及び保護柵外の２か所

において２ｍ×２ｍの方形区を設定し、シ

ラネアオイの根生葉数と花茎数を数え、同

時に優占種を調査した。本調査は平成

21(2009)年度から実施しており、保護柵内

の方形区は、日光森林生態系研究会による

「平成 13(2001)年度シカ保護管理モニタリ

ング調査委託業務報告書」との比較が可能

となるよう報告書記載の N1、N2、N3、N4、

N5、N7 を利用した。しかし保護柵外の R6、

R8 については、平成 13(2001)年度に設定し

た方形区を発見できなかったため、平成

23(2011)年度に新たに方形区を設定した。さらに、平成 26(2014)年度調査において保護柵内

の N5を新たに設定しなおしている。 

また、平成 27(2015)年度以降は、毎年調査後に N1、N2 の下刈りを行っている。前年度まで

の調査では保護柵内において根生葉数の減少が確認されており、その原因としてマルバダケ

ブキ等の優占種による被圧が考えられるためである。 

なお、「根生葉数」とは根から生える長い葉柄をもった葉の数をいう。また、「花茎数」と

は、蕾、花、枯れた花、果実のいずれかをつけた茎（地上茎）の数をいう。 

 

(3) 結果 

シラネアオイ生育数及び優占種の結果を表２に示した。保護柵内では、方形区内における

根生葉数の平均が 4.2 本/4 ㎡であったのに対し、柵外では１本も確認されなかった。平成

21(2009)年度の調査開始以来、柵外での未確認が続いている。花茎については、平成 24(2012)

年度に保護柵内で初めて１本確認された以降は１度も確認されていなかったが、令和３（2021）

年度調査での約 10 年ぶりの確認に続き、令和５（2023）年度に１箇所で確認された。保護柵内

の植生については、マルバダケブキやミヤマシシウド、ハンゴンソウ、スゲ類が優占種とな

った。 

図 17-7 に平成４(1992)年度からの根生葉数の変化を示した。近年は、刈取り区・無処理区

ともに減少傾向となっている。 

下刈りを行った区画（以下「刈取り区」という。）については、無処理区に比べて根生葉が

図 17-6 調査地概要 
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増加する傾向は確認されていない。下刈りがシラネアオイの生育にプラスの効果を与えるか

否かについては明確でないため、今後も経年変化を調査すべきである。また、柵内へのシカ

の侵入が確認されているため、侵入箇所の閉鎖についても検討すべきと思われる。 

 

表 17-2 保護柵内外のシラネアオイ数と優占種(令和５(2023)年度) 

 

 

  

シラネアオイ 被度％
最大自

然高cm シラネアオイ 被度％
最大自

然高cm シラネアオイ 被度％
最大自

然高cm シラネアオイ 被度％
最大自

然高cm シラネアオイ 被度％
最大自

然高cm シラネアオイ 被度％
最大自

然高cm シラネアオイ 被度％
最大自

然高cm シラネアオイ 被度％
最大自

然高cm

根生葉数 3 6 6 4 6 0 4.2 0 0 0.0

花茎数 0 0 1 0 0 0 0.2 0 0 0.0

自然高(㎝) 13 9 14 8 7 - 10.2 － － -

スゲSP 50 19 スゲSP 50 15 シシウド 40 50 イネ科ＳＰ 60 24 イネ科ＳＰ 30 10 ハンゴンソウ 20 82 バイケイソウ 30 88 カニコウモリ 50 58

バイケイソウ 10 68 シシウド 40 13 ハンゴンソウ 30 100 ハンゴンソウ 20 92 ハンゴンソウ 20 100 マルバダケブキ 20 45 マルバダケブキ 20 42 スゲSP 50 10

ハンゴンソウ 10 43 ハンゴンソウ 5 15 マルバダケブキ 10 60 マルバダケブキ 15 40 マルバダケブキ 10 63 アザミ 5 50 ハンゴンソウ 20 91 ｰ

N7
柵内平均 柵外平均

N3 N4(N5) N5（N5')

R05

優占種

N1
プロット年度

N2 R6 R8
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18 狩猟者の状況 

１ 狩猟者の状況 

・ 狩猟登録者数は、最も多かった昭和 51(1976)年に比べ 1/5 程度に減少しているが、近年

は下げ止まりの傾向にある（図 18-1）。 

・ 第一種、第二種銃猟の登録者数が減少する一方で、わな猟（平成 18 年度までは網わな猟）

の登録者数は増加しており（図 18-1）、狩猟登録者全体に占めるわな猟登録者の割合は、令和

５（2023）年度は約 41％であった（図 18-2）。 

・ 昭和 50 年代には全体の１割程度であった 60 歳以上の狩猟者は、近年は約６割にまで増加

しており、狩猟者の高齢化が進行してきているが、平成 26(2014)年度に下げ止まりとなり、

以降は 49歳以下の若手狩猟者が増加傾向にある。（図 18-3）。 

・ 令和５（2023）年度の免許取得者数は 226 名となり、令和４（2022）年度（263 名）に比べ 37名

減少した。令和４(2022)年度に引き続き減少傾向にあったものの、低水準であった平成

24(2012)年度（135 名）と比較すると約 1.7 倍となった。（図 18-4）。 
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図 18-3 年齢層別狩猟免許交付数割合の推移 

図 18-4 狩猟免許新規取得者の推移 
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19 総合評価 

１ 捕獲数と捕獲の分布 

令和５（2023）年度の捕獲数は過去３番目となった。この要因としては、近年、有害捕獲にお

いてくくりわなの捕獲努力量が高い値で推移していることから、県や市町の施策により、従

事者の捕獲意欲が向上していること、わなの配備が進んでいること等が考えられる。また、

高原山付近から県南西部にかけて、累積捕獲数が 300 頭以上の区画数が増加しているが、捕

獲効率の大きな減少は認められないことから、引き続き捕獲を継続していく必要がある。 

捕獲の分布については、県北東部における捕獲エリアが拡大していることから、県東部へ

の生息域の拡大及び定着が懸念される。これを防止するためには、生息密度の低い段階での

捕獲や情報収集が重要であり、有害捕獲等の一層の推進や、生息状況の把握に努める必要が

ある。また、当地域は福島県、茨城県との県境域に位置することから、各県や関係機関とも

連携し、広域視点での情報収集や情報共有、捕獲の推進が必要である。 

 

２ 生息密度 

  日光鳥獣保護区内周辺での生息密度は一部減少傾向にある地点はあるものの、依然として

高い値で推移している。本地域はもともと県内で最も生息密度の高い地域であり、これまで

日光市が中心となって実施してきた有害捕獲に加え、近年は日光森林管理署が実施する有害

捕獲や、県が行う指定管理鳥獣捕獲等事業など、様々な体制での捕獲が行われるようになっ

ている。引き続き関係機関と調整の上、捕獲の強化を図っていく必要がある。 

一方、高原山周辺など日光鳥獣保護区内周辺以外でも生息密度が高い地域もあるため、引

き続き生息状況調査を継続することで、早期の対策に役立てる必要がある。 

 

３ 被害の発生状況及び対策 

農作物被害金額は令和４(2022)年度より増加したものの、侵入防止柵の設置が進んでおり、

平成 28(2016)年度をピークに減少傾向にある。また、民有林における人工林被害金額は令和

元(2019)年度以降増加傾向であったものの、対策として獣害防止チューブの実施面積が近年

増加傾向にある。奥日光地域では、森林植生がシカの高い採食影響を受けていることからも、

引き続き捕獲と物理的防除を組み合わせた被害対策を実施していく必要がある。 

 

４ 捕獲の担い手 

狩猟免許の新規取得者数は令和４(2022)年度に引き続き減少傾向にあったものの、低水準

であった平成 24(2012)年度と比較すると約 1.7 倍となった。新規取得者が積極的に捕獲活動

に取り組めるように、引き続き、ベテランハンターによる銃猟・わな猟の初心者向けの研修

を行う等により、狩猟者の確保と捕獲技術の向上を支援することが重要である。また、ＩＣ

Ｔを活用した見回り作業の負担軽減や効率的な捕獲手法の実証・普及も進めていく必要があ

る。  
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付表１ 市町別捕獲数（有害捕獲等） 

 

 

 

  

市町名 H21 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

宇都宮市 3 7 17 5 13 15 10 15 19 17

足利市 101 206 255 398 533 571 511 518 560 498

栃木市 143 191 326 336 386 482 583 612 578 596

佐野市 493 849 962 1,084 1,171 1,063 954 1,104 1,145 1,060

鹿沼市 260 448 555 842 874 1,072 1,250 1,575 1,790 2,166

日光市 1,868 1,736 2,193 2,547 2,051 2,370 4,536 5,787 4,507 3,827

小山市 0 0 0 0 0 0 0 3 5 2

真岡市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

大田原市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

矢板市 10 19 112 230 289 323 412 375 449 465

那須塩原市 125 142 271 277 268 489 660 803 836 718

さくら市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

那須烏山市 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

下野市 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

上三川町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

益子町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

茂木町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市貝町 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

芳賀町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

壬生町 0 1 0 0 0 0 0 1 5 0

野木町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

塩谷町 128 153 311 346 305 294 443 590 385 423

高根沢町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

那須町 1 6 9 23 20 29 66 78 102 70

那珂川町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 3,132 3,759 5,011 6,088 5,911 6,708 9,425 11,461 10,382 9,846
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付表２ 市町別捕獲数（狩猟） 

 

  

市町名 H21 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

宇都宮市 0 0 0 3 4 6 5 0 0

足利市 63 126 69 96 58 75 81 118 50 87

栃木市 86 82 57 116 92 103 130 111 72 93

佐野市 363 453 314 393 328 304 197 291 233 287

鹿沼市 490 587 635 569 587 819 822 702 813 994

日光市 1,983 1,617 2,123 2,027 1,666 1,751 495 2,185 912 796

小山市 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

真岡市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

大田原市 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1

矢板市 71 123 196 202 161 194 208 292 216 160

那須塩原市 281 200 234 204 254 192 309 469 345 322

さくら市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

那須烏山市 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0

下野市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

上三川町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

益子町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

茂木町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市貝町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

芳賀町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

壬生町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

野木町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

塩谷町 81 47 95 81 61 39 23 74 38 26

高根沢町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

那須町 5 1 1 2 1 8 16 17 3 10

那珂川町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不明 49 15 0 3 1 2 7 0 60 2

合計 3,474 3,251 3,724 3,696 3,215 3,493 2,293 4,259 2,744 2,778
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付表 3-1 市町別捕獲効率（有害捕獲等・銃猟） 

 
  

捕獲数
（頭）

延べ従事者
数

(人日)

CPUE
(頭/人日)

捕獲数
（頭）

延べ従事者
数

(人日)

CPUE
(頭/人日)

捕獲数
（頭）

延べ従事者
数

(人日)

CPUE
(頭/人日)

宇都宮市

足利市

栃木市 16 123 0.13 13 84 0.15 46 154 0.30

佐野市

鹿沼市 64 231 0.28 147 598 0.25 160 678 0.24

日光市 2974 7549 0.39 1681 6758 0.25 1,114 4,938 0.23

小山市

真岡市 0 11 0

大田原市 0 24 0 0 38 0 1 181 0.01

矢板市 32 392 0.08 64 700 0.09 64 745 0.09

那須塩原市 138 854 0.16 238 822 0.29 122 444 0.27

さくら市 0 3 0

那須烏山市

下野市

上三川町

益子町

茂木町

市貝町

芳賀町

壬生町

野木町

塩谷町 81 507 0.16 57 481 0.12 70 457 0.15

高根沢町

那須町 3 137 0.02 0 38 0 3 114 0.03

那珂川町

※シカを捕獲対象としている従事者のみを集計

R5(2023)R4(2022)

市町

R3(2021)
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付表 3-2 市町別捕獲効率（有害捕獲等・箱わな） 

 

付表 3-3 市町別捕獲効率（有害捕獲等・くくりわな） 

捕獲数
（頭）

延べわな設
置数
(基日)

CPUE
（頭/100基

日）

捕獲数
（頭）

延べわな設
置数
(基日)

CPUE
（頭/100基

日）

捕獲数
（頭）

延べわな設
置数
(基日)

CPUE
（頭/100基

日）

宇都宮市 0 20,890 0.00 0 26,013 0.00 0 9,455 0.00

足利市 125 192,503 0.06 156 168,395 0.09 194 175,448 0.11

栃木市 101 142,605 0.07 103 134,802 0.08 154 146,012 0.11

佐野市 81 56,826 0.14 93 54,277 0.17 57 53,997 0.11

鹿沼市 74 105,240 0.07 137 103,390 0.13 101 106,527 0.09

日光市 55 21,557 0.26 48 27,775 0.17 37 17,197 0.22

小山市 0 11,669 0.00 3 875 0.34 1 16,712 0.01

真岡市

大田原市 0 1,090 0.00 0 3,878 0.00 0 2,670 0.00

矢板市 1 4,197 0.02 0 2,806 0.00 0 5,141 0.00

那須塩原市 12 3,522 0.34 13 4,499 0.29 12 10,110 0.12

さくら市 0 52 0.00 0 233 0.00

那須烏山市 0 182 0.00

下野市

上三川町

益子町

茂木町

市貝町

芳賀町

壬生町 0 18 0.00

野木町 0 3,342 0.00 0 3,066 0.00 0 4,216 0.00

塩谷町 0 3,284 0.00 1 3,103 0.03 4 3,066 0.13

高根沢町

那須町 3 71 4.23 0 1,845 0.00 1 835 0.12

那珂川町

※CPUE値は１００基あたりの値。シカを捕獲対象としている従事者のみを集計

R5(2023)R4(2022)

市町

R3(2021)

捕獲数
（頭）

延べわな設
置数
(基日)

CPUE
（頭/100基

日）

捕獲数
（頭）

延べわな設
置数

(基日)

CPUE
（頭/100基

日）

捕獲数
（頭）

延べわな設
置数

(基日)

CPUE
（頭/100基

日）

宇都宮市 12 247,249 0.00 18 266,276 0.01 5 89,026 0.01

足利市 388 212,373 0.18 403 203,776 0.20 291 218,946 0.13

栃木市 487 191,197 0.25 402 203,115 0.20 392 200,947 0.20

佐野市 1,011 251,391 0.40 1,049 264,600 0.40 976 261,374 0.37

鹿沼市 1,222 303,119 0.40 1,263 275,537 0.46 1,500 382,845 0.39

日光市 1,836 304,574 0.60 2,053 306,743 0.67 1,487 241,276 0.62

小山市 2 2,095 0.10 1 3,235 0.03 0 3,507 0.00

真岡市

大田原市 0 21,574 0.00 0 53,289 0.00 1 52,860 0.00

矢板市 151 30,501 0.50 207 57,427 0.36 311 53,015 0.59

那須塩原市 420 121,924 0.34 514 124,287 0.41 388 135,637 0.29

さくら市 0 520 0.00 0 699 0.00

那須烏山市 0 1,638 0.00

下野市 1 2,220 0.05

上三川町

益子町

茂木町

市貝町 1 2,068 0.05

芳賀町

壬生町 1 775 0.13 5 2,101 0.24 0 144 0.00

野木町 0 6,452 0.00 0 5,959 0.00 1 7,881 0.01

塩谷町 392 80,221 0.49 267 73,337 0.36 329 72,327 0.45

高根沢町

那須町 23 21,669 0.11 55 33,919 0.16 36 23,746 0.15

那珂川町 0 882 0.00 0 900 0.00

※CPUE値は１００基あたりの値。シカを捕獲対象としている従事者のみを集計

R5(2023)R4(2022)

市町

R2 R3(2021)
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付表 4-1 市町別捕獲効率（狩猟・銃猟） 

  

捕獲数
（頭）

延べ従事
者数
(人日)

CPUE
(頭/人日)

捕獲数
（頭）

延べ従事
者数

(人日)

CPUE
(頭/人日)

捕獲数
（頭）

延べ従事
者数
(人日)

CPUE
(頭/人日)

宇都宮市 0 20 0.00 0 2 0.00 0 8 0.00

足利市 36 702 0.05 32 380 0.08 29 347 0.08

栃木市 47 521 0.09 34 264 0.13 28 193 0.15

佐野市 132 1,441 0.09 128 892 0.14 165 1,032 0.16

鹿沼市 493 2,527 0.20 567 2,556 0.22 683 2,497 0.27

日光市 1,878 4,029 0.47 798 2,267 0.35 620 2,425 0.26

小山市 0 2 0.00 0 2 0.00 0 1 0.00

真岡市 0 0 0.00 0 1 0.00 0 3 0.00

大田原市 0 86 0.00 0 51 0.00 0 30 0.00

矢板市 277 963 0.29 176 735 0.24 129 655 0.20

那須塩原市 422 1,217 0.35 288 922 0.31 278 895 0.31

さくら市 0 1 0.00 0 5 0.00

那須烏山市 0 58 0.00 0 122 0.00 0 157 0.00

下野市

上三川町

益子町 0 8 0.00 0 2 0.00

茂木町 0 56 0.00 0 40 0.00 0 58 0.00

市貝町 0 4 0.00 0 1 0.00 0 2 0.00

芳賀町

壬生町 0 16 0.00 0 3 0.00 0 14 0.00

野木町

塩谷町 71 402 0.18 30 280 0.11 22 363 0.06

高根沢町 0 10 0.00

那須町 12 101 0.12 0 42 0.00 4 42 0.10

那珂川町 0 77 0.00 0 101 0.00 0 65 0.00

※シカを捕獲対象としている狩猟者のみを集計

R4(2022)

市町

R3(2021) R5(2023)
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付表 4-2 市町別捕獲効率（狩猟・箱わな） 

 

付表 4-3 市町別捕獲効率（狩猟・くくりわな） 

捕獲数
（頭）

延べわな設
置数

(基日)

CPUE
（頭/100基

日）

捕獲数
（頭）

延べわな設
置数

(基日)

CPUE
（頭/100基

日）

捕獲数
（頭）

延べわな設
置数

(基日)

CPUE
（頭/100基

日）

宇都宮市 0 546 0.00 0 980 0.00

足利市 5 8,292 0.06 5 4,709 0.11 8 7,904 0.10

栃木市 1 7,212 0.01 8 7,973 0.10 7 7,975 0.09

佐野市 8 10,343 0.08 11 11,111 0.10 17 10,723 0.16

鹿沼市 15 16,706 0.09 23 12,086 0.19 29 14,064 0.21

日光市 0 4,194 0.00 3 1,282 0.23 9 5,211 0.17

小山市 0 61 0.00 0 96 0.00

真岡市 0 135 0.00

大田原市 1 453 0.22 0 1,558 0.00 0 923 0.00

矢板市 0 223 0.00 0 110 0.00 0 737 0.00

那須塩原市 1 475 0.21 0 527 0.00 0 463 0.00

さくら市 0 83 0.00 0 15 0.00

那須烏山市 0 105 0.00

下野市

上三川町

益子町 0 100 0.00

茂木町

市貝町

芳賀町

壬生町

野木町

塩谷町 0 226 0.00 0 216 0.00 0 197 0.00

高根沢町

那須町 0 533 0.00 0 273 0.00 0 153 0.00

那珂川町

※CPUE値は１００基あたりの値。シカを捕獲対象としている狩猟者のみを集計

R4(2022)

市町

R3(2021) R5(2023)

捕獲数
（頭）

延べわな設置
数

(基日)

CPUE
（頭/100基

日）

捕獲数
（頭）

延べわな設置
数

(基日)

CPUE
（頭/100基

日）

捕獲数
（頭）

延べわな設
置数

(基日)

CPUE
（頭/100基

日）

宇都宮市 0 5,313 0.00 0 15,712 0.00 0 2,060 0.00

足利市 78 21,342 0.37 13 17,147 0.08 42 22,204 0.19

栃木市 61 29,039 0.21 29 32,443 0.09 57 28,683 0.20

佐野市 153 69,993 0.22 94 44,442 0.21 105 48,595 0.22

鹿沼市 197 59,084 0.33 223 43,718 0.51 280 61,007 0.46

日光市 298 73,068 0.41 113 39,946 0.28 161 72,931 0.22

小山市 0 588 0.00 0 929 0.00 0 586 0.00

真岡市 0 364 0.00 0 675 0.00

大田原市 0 15,837 0.00 0 17,069 0.00 1 14,362 0.01

矢板市 15 7,618 0.20 40 6,749 0.59 31 6,084 0.51

那須塩原市 47 22,509 0.21 57 23,078 0.25 44 23,532 0.19

さくら市 0 166 0.00 0 550 0.00

那須烏山市 0 674 0.00 0 562 0.00

下野市 0 184 0.00 0 5 0.00

上三川町

益子町 0 298 0.00 0 775 0.00 0 21 0.00

茂木町 0 530 0.00 0 148 0.00 0 42 0.00

市貝町

芳賀町

壬生町

野木町 0 1,232 0.00

塩谷町 3 5,120 0.06 8 10,859 0.07 4 2,790 0.14

高根沢町 0 1,197 0.00 0 1,364 0.00

那須町 4 12,646 0.03 3 10,548 0.03 1 7,492 0.01

那珂川町 0 113 0.00

※CPUE値は１００基あたりの値。シカを捕獲対象としている狩猟者のみを集計

R4(2022)R3(2021)

市町

R5(2023)
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付表５ 市町別目撃効率（有害捕獲等） 

 

付表６ 市町別目撃効率（狩猟） 

目撃数
（頭）

延べ従事
者数
(人日)

SPUE
(頭/人日)

目撃数
（頭）

延べ従事
者数
(人日)

SPUE
(頭/人日)

目撃数
（頭）

延べ従事
者数
(人日)

SPUE
(頭/人日)

宇都宮市

足利市

栃木市 13 123 0.11 15 84 0.18 0 154 0.00

佐野市

鹿沼市 100 284 0.35 372 598 0.62 272 768 0.35

日光市 11,193 7,792 1.44 12,250 6,811 1.80 7,009 5,221 1.34

小山市

真岡市 0 272 0.00 0 491 0.00 2 432 0.00

大田原市 0 25 0.00 0 97 0.00 28 194 0.14

矢板市 69 421 0.16 173 700 0.25 146 745 0.20

那須塩原市 1,136 862 1.32 1,028 824 1.25 643 480 1.34

さくら市 0 3 0.00

那須烏山市 0 49 0.00 0 174 0.00 0 145 0.00

下野市

上三川町

益子町 0 3 0.00 0 1 0.00

茂木町

市貝町

芳賀町 0 1 0.00

壬生町

野木町

塩谷町 1,036 532 1.95 192 481 0.40 203 457 0.44

高根沢町

那須町 24 139 0.17 1 38 0.03 33 119 0.28

那珂川町 0 35 0.00

市町

R3(2021)R2 R4(2022) R5(2023)

目撃数
（頭）

延べ従事
者数
(人日)

SPUE
(頭/人日)

目撃数
（頭）

延べ従事
者数
(人日)

SPUE
(頭/人日)

目撃数
（頭）

延べ従事
者数
(人日)

SPUE
(頭/人日)

宇都宮市 2 2 1.00 0 2 0.00 3 8 0.38

足利市 339 525 0.65 330 385 0.86 266 355 0.75

栃木市 319 339 0.94 328 264 1.24 319 195 1.64

佐野市 1,340 1,120 1.20 1,062 894 1.19 1,208 1,041 1.16

鹿沼市 2,805 2,130 1.32 3,254 2,557 1.27 2,952 2,502 1.18

日光市 14,534 3,558 4.08 7,006 2,268 3.09 6,007 2,429 2.47

小山市 0 2 0.00 0 1 0.00

真岡市 0 5 0.00 0 12 0.00 0 8 0.00

大田原市 5 56 0.09 6 69 0.09 0 30 0.00

矢板市 3,717 912 4.08 2,744 735 3.73 1,830 655 2.79

那須塩原市 3,795 1,098 3.46 2,617 922 2.84 2,415 895 2.70

さくら市 0 5 0.00

那須烏山市 0 243 0.00 0 211 0.00 0 263 0.00

下野市

上三川町

益子町 0 5 0.00 0 11 0.00 0 3 0.00

茂木町 2 308 0.01 10 163 0.06 0 150 0.00

市貝町 0 41 0.00 0 20 0.00 0 2 0.00

芳賀町 0 2 0.00

壬生町 5 16 0.31 5 3 1.67 5 14 0.36

野木町

塩谷町 1,026 388 2.64 369 280 1.32 476 363 1.31

高根沢町

那須町 135 58 2.33 24 48 0.50 66 42 1.57

那珂川町 12 81 0.15 0 101 0.00 0 65 0.00

市町

R3(2021) R4(2022) R5(2023)
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付表７ 市町別猟具別捕獲数 

（令和５年度・有害捕獲等） 

 

市町名 銃 箱わな
くくりわ

な
その他
・不明

計

宇都宮市 0 0 10 7 17

足利市 0 194 291 13 498

栃木市 47 154 392 3 596

佐野市 0 57 994 9 1,060

鹿沼市 183 106 1,505 372 2,166

日光市 1,354 37 1,585 851 3,827

小山市 0 1 0 1 2

真岡市 0

大田原市 1 0 1 0 2

矢板市 68 0 311 86 465

那須塩原市 123 12 408 175 718

さくら市 0

那須烏山市 0

下野市 0 0 1 0 1

上三川町 0

益子町 0

茂木町 0

市貝町 0

芳賀町 0

壬生町 0

野木町 0 0 1 0 1

塩谷町 90 4 329 0 423

高根沢町 0

那須町 8 1 36 25 70

那珂川町 0

合計 1,874 566 5,864 1,542 9,846

付表８ 市町別猟具別捕獲数 

（令和５年度・狩猟） 

市町名 銃
箱わな・
囲いわな

くくり
わな

計

宇都宮市 0

足利市 37 8 42 87

栃木市 29 7 57 93

佐野市 165 17 105 287

鹿沼市 684 29 281 994

日光市 622 9 165 796

小山市 0

真岡市 0

大田原市 0 0 1 1

矢板市 129 0 31 160

那須塩原市 278 0 44 322

さくら市 0

那須烏山市 0

下野市 0

上三川町 0

益子町 0

茂木町 0

市貝町 0

芳賀町 0

壬生町 0

野木町 0

塩谷町 22 0 4 26

高根沢町 0

那須町 4 4 2 10

那珂川町 0

不明 1 0 1 2

合計 1,971 74 733 2,778
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付表９ 夏期の生息密度調査結果（日光鳥獣保護区） 

 

 

  

単位：頭/km2
調査面積
（km2）

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

奥日光（湯川東側） 7月下 7月下 8・10月 8月上 8月上 8月上 8月上 8月上 11月上 8月下 9月上 9月上 9月上 9月上 9月上

1 大平 1.65 － － － － － － － － 6.06 6.06 1.82 4.85 4.24 6.06 7.27
2 光徳 2.02 2.01 － 5.77 4.14 5.33 4.79 5.39 5.99 4.46 3.96 2.48 5.94 2.48 6.44 3.96
三本松 6.96 － 7.45 9.68 3.23 3.36 7.38 8.72 － － － － － － －
赤沼 13.79 9.94 22 6.98 2.79 8.05 17.04 0 － － － － － － －
丸山 － 8.02 7.03 7.07 4.04 5.57 7.09 2.03 － － － － － － －
中宮祠 10.11 11.28 10.63 9.02 0.75 0.54 4.32 1.62 － － － － － － －
平均 8.22 9.75 10.58 7.38 3.23 4.46 8.24 3.67 5.26 5.01 2.15 5.40 3.36 6.25 5.62

奥日光（湯川西側） 8・9月 7・9月 8・10月 8月上 8月上 8月上 8月上 8月上 11月上 9月上 9月中 9月上 9月中 9月中 9月中

3 外山沢 1.59 11.70 13.50 20.86 34.97 9.82 8.08 7.46 3.11 22.64 3.77 5.66 10.06 3.14 10.69 15.09
4 千手ヶ浜 1.83 30.85 28.72 30.85 43.09 19.68 34.89 8.05 4.29 16.39 6.01 1.64 12.02 3.83 5.46 3.83
湯滝 2.76 3.18 22.7 8.11 5.41 4.11 3.43 2.74 － － － － － － －
高山 11.52 9.67 17.65 6.6 12.85 0.73 1.1 0.00 － － － － － － －
高山（南） － － － － － － 13.33 5 － － － － － － －
小田代（西） － － － － － － 26.34 9.05 － － － － － － －
平均 14.21 13.77 23.02 23.19 11.94 11.95 9.95 4.03 19.52 4.89 3.65 11.04 3.49 8.08 9.46

奥日光平均 11.22 11.76 16.80 15.29 7.59 8.21 9.10 3.85 12.39 4.95 2.90 8.22 3.43 7.17 7.54

表日光 8月下 9月中 9月中 9月上 8月下 9月上 8月上・9月上 8月下 10月中 8月下・9月上 9月中 9月中 10月中 9月中 9月中

5 ﾓｯｺ平（上） 1.49 9.22 5.88 9.48 4.07 10.53 8.19 3.51 2.92 4.03 0 2.68 4.03 2.68 3.36 0.67
6 慈観の滝 1.72 4.40 1.83 2.39 1.91 1.73 5.75 0.58 1.73 4.08 0.58 2.33 4.66 1.75 0.00 0.58
ﾓｯｺ平（下） － － － 2.84 4.04 1.73 1.73 0 － － － － － － －
平均 6.81 3.86 5.94 2.94 5.43 5.22 1.94 1.55 4.06 0.29 2.51 4.35 2.22 1.68 0.63

足　尾 8月中 9月中 10月下 9月中 9月上 9月上 10月中 9月中 10月下 8月下 9月上 9月中 9月中 9月中 9月中

7 久蔵沢 0.64 25.39 36.09 3.64 29.3 23.67 8.26 13.77 12.05 16.67 8.33 15.28 29.17 2.78 8.33 6.94
8 松木沢 0.90 － － － － 20.4 7.45 － 11.79 11.11 23.33 11.11 43.33 17.78 18.89 12.22
平均 25.39 36.09 3.64 29.30 22.04 7.86 13.77 11.92 13.89 15.83 13.20 36.25 10.28 13.61 9.58

調査面積
（km2）

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R２ R３ R4 R5

奥日光（湯川東側） 9月上 9月上 9月中 9月中 9月上 10月上 9月上 9月上 9月中 ８月上 ８月下 ８月下 ８月下 ８月下

1 大平 1.65 7.27 6.67 22.42 18.79 7.88 0.00 2.72 0.68 0.00 2.04 1.36 1.21 10.30 6.06
2 光徳 2.02 1.98 5.94 1.99 11.44 6.97 1.08 5.91 1.08 4.30 1.08 3.76 6.93 14.85 3.47
三本松 － － － － － － － － － － － － － －
赤沼 － － － － － － － － － － － － － －
丸山 － － － － － － － － － － － － － －
中宮祠 － － － － － － － － － － － － － －
平均 4.63 6.31 12.21 15.12 7.43 0.54 4.32 0.88 2.15 1.56 2.56 4.07 12.58 4.77

奥日光（湯川西側） 9月中 9月中 9月中 9月中 9月上 10月中 9月上 9月上 9月下 ８月下 ８月下 ８月下 ８月下 ９月上

3 外山沢 1.59 15.09 17.61 4.30 15.09 10.69 7.49 4.08 10.20 16.33 10.20 10.88 6.92 16.35 6.92
4 千手ヶ浜 1.83 5.46 2.73 9.43 3.23 1.61 10.88 0.53 3.74 1.60 1.60 0.53 5.46 1.09 0.00
湯滝 － － － － － － － － － － － － － －
高山 － － － － － － － － － － － － － －
高山（南） － － － － － － － － － － － － － －
小田代（西） － － － － － － － － － － － － － －
平均 10.28 10.17 6.87 9.16 6.15 9.19 2.31 6.97 8.97 5.90 5.71 6.19 8.72 3.46

奥日光平均 7.46 8.24 9.54 12.14 6.79 4.87 3.32 3.93 5.56 3.73 4.14 5.13 10.65 4.12

表日光 9月中 9月中 9月中 10月中 9月中 10月下 10月下 9月中 10月中 ８月下 ８月下 ９月上 ８月下 ８月下

5 ﾓｯｺ平（上） 1.49 8.05 4.03 1.34 6.04 2.01 0.00 5.38 0.77 3.08 0.77 0.00 0.00 2.68 0.67
6 慈観の滝 1.72 5.23 0.58 0.59 0.59 1.18 0.83 1.67 1.67 2.50 6.67 0.00 2.91 4.07 2.91
ﾓｯｺ平（下） － － － － － － － － － － － － － －
平均 6.64 2.31 0.97 3.32 1.60 0.42 3.53 1.22 2.79 3.72 0.00 1.46 3.38 1.79

足　尾 9月中 9月中 9月上 9月上 9月上 9月下 9月上 9月上 9月中 ８月下 ８月下 ９月中 ８月下 ８月下

7 久蔵沢 0.64 21.88 1.56 9.09 18.18 15.15 8.45 9.86 8.45 14.08 5.63 8.45 14.06 35.94 4.69
8 松木沢 0.90 1.11 0.00 17.59 14.81 31.48 11.24 14.61 17.98 19.10 10.11 33.71 42.22 55.56 26.67
平均 11.50 0.78 13.34 16.50 23.32 9.85 12.24 13.22 16.59 7.87 21.08 28.14 45.75 15.68

地域・調査地

地域・調査地
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付表 10 夏期の生息密度調査結果（日光鳥獣保護区以外） 

 
  

単位：頭/k㎡
H21調査

面積

(km2）
H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 Ｈ30 R1 R2 R3 R4 R5

旧足尾町 ９月上 9月中 ９月上 ９月上 ９月上 ９月中 10月中 10月中 ９月上 ９月下 ８月上 ８月下 ８月中 ８月下 ９月上

9 内篭 1.51 5.30 0.66 5.96 2.65 3.97 4.64 28.35 2.36 4.72 4.72 0.00 0.79 0.66 0.66 1.32
10 餅ケ瀬 1.38 2.17 0.00 0.00 0.00 1.45 2.17 5.13 0.85 1.71 5.98 3.42 3.42 2.17 4.35 0.72
細尾 － － － － － － － － － － － － － － －
平均 3.74 0.33 2.98 1.33 2.71 3.41 16.74 1.61 3.22 5.35 1.71 2.11 1.42 2.51 1.02

旧日光市 9月上 9月上 9月上 9月上 9月上 ９月上 10月下 9月中 9月中 11月上 ８月上 ８月下 ８月下 ８月下 ８月下

11 赤井原 1.50 1.33 2.67 0.00 0.67 4.67 0.67 0.88 4.42 2.65 2.65 2.65 7.96 10.67 1.33 0.00
12 所野 2.01 2.49 3.98 0.00 1.00 0.00 0.50 2.89 0.58 7.51 1.16 0.58 0.00 0.00 0.50 0.50
滝ヶ原 － － － － － － － － － － － － － － －
久次良 － － － － － － － － － － － － － － －
平均 1.91 3.33 0.00 0.84 2.34 0.59 1.89 2.50 5.08 1.91 1.62 3.98 5.34 0.92 0.25

旧藤原町 9月中 9月中 9月中 9月上 9月上 ９月上 10月中 9月中 9月中 9月下 ８月下 ８月下 ８月下 ８月下 ８月下

13 鶏頂山西 1.40 0.00 1.43 3.57 5.00 1.40 3.57 2.36 0.79 3.15 5.51 3.15 5.51 7.14 10.71 6.43
14 中三依 1.21 0.00 0.00 1.65 0.00 0.83 0.00 1.92 1.92 8.65 0.00 1.92 2.88 0.00 4.13 0.83
平均 0.00 0.72 2.61 2.50 1.12 1.79 2.14 1.36 5.90 2.76 2.54 4.20 3.57 7.42 3.63

旧栗山村 9月下 10月上 ９月上 9月上 9月中 ９月上 10月中 9月中 9月中 10月上 ８月下 ８月下 ８月下 ８月下 ８月下

15 上栗山 1.48 2.07 4.73 2.70 3.38 2.70 3.38 5.41 6.76 1.35 6.08 2.70 4.05 6.76 14.86 1.35

旧鹿沼市 9月下 9月下 9月下 9月下 9月中 ９月下 10月下 9月中 ９月下 10月上 ９月上 ９月中 ９月中 ９月上・下 ９月下

16 草久 0.85 0.00 3.53 0.00 1.18 0.00 0.00 2.35 0.00 1.18 1.18 1.18 8.24 1.18 1.18 5.88
17 南古峰原 0.97 1.03 5.15 8.25 7.22 4.12 5.15 10.31 4.12 18.56 13.40 5.15 2.06 5.15 9.28 3.09
18 八岡 1.06 0.00 2.83 1.89 0.00 0.00 1.89 0.94 2.83 2.83 0.00 0.00 0.00 1.89 1.89 0.00
19 西大芦 0.95 0.00 1.05 1.05 0.00 0.00 0.00 1.05 3.16 4.21 5.26 2.11 2.11 2.11 1.05 2.11
寄栗 － － － － － － － － － － － － － － －
平均 0.26 3.14 2.80 2.10 1.03 1.76 3.66 2.53 6.70 4.96 2.11 3.10 2.58 3.35 2.77

旧粟野町 10月中 10月中 9月下 10月上 9月下 ９月中 11月中 9月下 9月下 10月上 ９月中 ９月中 ９月中 ９月上 ９月上

20 横平 1.31 2.29 3.05 1.53 0.00 3.05 0.76 0.75 1.49 1.49 5.22 0.75 0.00 3.05 3.05 1.53
21 横根山 1.15 4.35 5.22 0.87 0.87 0.00 8.70 8.70 3.48 4.35 9.57 5.22 8.70 5.22 0.00 1.74
山の神 － － － － － － － － － － － － － － －
遠木 － － － － － － － － － － － － － － －
平均 3.32 4.14 1.20 0.44 1.53 4.73 4.73 2.49 2.92 7.40 2.99 4.35 4.14 1.53 1.64

塩谷町 10月上 10月上 10月上 9月下 9月下 ９月下 11月中 10月下 10月下 11月上 ９月中 ９月下 ９月下 ９月下 ９月下

22 西立室 1.60 1.25 2.50 1.88 0.63 1.25 3.75 0.00 0.63 13.92 1.90 5.70 24.05 8.75 6.88 3.75

矢板市 10月上 10月上 10月上 9月下 9月下 9月下 11月中 10月下 10月下 11月上 ９月中 ９月下 ９月下 ９月下 ９中・10下

23 ミツモチ 1.45 0.00 1.38 0.00 0.00 0.00 0.00 2.08 7.64 0.69 0.00 0.00 0.00 4.14 2.76 0.69
24 高原国有林 1.38 2.90 2.90 4.35 1.45 1.45 1.45 5.19 6.67 5.19 5.19 2.22 7.41 10.87 5.80 7.25
学校平 - - - - - - - - - - - - - - -
赤滝 - - - - - - - - - - - - - - -
寺山 - - - - - - - - - - - - - - -
高原山 - - - - - - - - - - - - - - -
県民の森 - - - - - - - - - - - - - - -
平均 1.45 2.14 2.18 0.73 0.73 0.73 3.64 7.16 2.94 2.60 1.11 3.71 7.51 4.28 3.97

旧塩原町 　 10月上 10月上 10月上 9月下 9月下 ９月下 11月上 10月中 10月下 11月上 ９月中 10月上 ９月下 ９月下 ９月中下

25 宇都野 1.20 0.83 6.67 4.17 0.83 1.67 6.67 5.83 3.33 1.67 2.50 0.83 5.00 4.17 3.33 0.00
26 上の原 1.65 5.45 3.03 0.61 3.03 1.21 0.61 1.78 1.78 5.92 5.33 1.18 6.51 2.42 9.09 0.61
27 白戸 1.58 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.63 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.63 0.00 0.00 0.00
平均 2.09 3.23 1.59 1.29 0.96 2.64 2.54 1.70 2.53 2.61 0.67 4.05 2.20 4.14 0.20

旧葛生町 　 10月中 10月中 10月下 10月上 10月上 10月上 11月上 10月上 10月上 10月下 ９月下 ９月下 ９月下 ９月下 １０月下

28 大荷場 0.84 4.76 3.57 2.38 1.19 1.19 4.76 0.00 2.41 4.82 8.43 0.00 2.41 2.38 4.76 4.76
29 秋山 0.99 1.01 6.06 2.02 0.00 1.01 1.01 5.05 5.05 3.03 2.02 4.04 6.06 7.07 4.04 4.04
平均 2.89 4.82 2.20 0.60 1.10 2.89 2.53 3.73 3.93 5.23 2.02 4.24 4.73 4.40 4.40

旧田沼町 　 10月中 10月中 10月下 10月上 10月上 10月上 11月中 10月上 10月上 10月下 ９月下 ９月下 ９月下 ９月下 ９月下

30 寺沢 0.93 2.15 4.30 1.08 1.08 2.15 1.08 3.23 9.68 5.38 1.08 5.38 3.23 3.23 6.45 12.90

旧黒磯市 　 10月上 10月上 10月上 11月上 10月中 10月中 11月上 ９月下 10月上 ９月下 ９月上 ９月中

31 板室 1.50 － － － 0.00 0.00 0.67 0.00 1.30 6.49 0.00 1.30 1.30 2.00 2.00 2.00

生態系保全地域以外平均 1.78 2.86 1.96 1.22 1.34 2.21 4.04 2.93 4.91 3.69 2.15 4.45 3.96 4.27 2.67

地域・調査地
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付表 11 市町別林業被害面積（令和５(2023)年度） 

 

(単位：ha)

スギ 4.18 0.42

ヒノキ 5.32 0.53

計 9.50 0.95

スギ 3.39 0.34

計 3.39 0.34

スギ 231.53 2.43

ヒノキ 168.17 1.84

計 399.70 4.27

スギ 37.00 7.66

ヒノキ 5.68 0.19

計 42.68 7.85

スギ 101.68 11.00

ヒノキ 58.02 8.44

その他針葉樹 0.96 0.11

計 160.66 19.55

スギ 10.70 1.66

ヒノキ 3.57 0.48

計 14.27 2.14

合計 630.20 35.09

※被害区域面積は、森林組合等の現地調査に基づき、森林簿の林小班枝番

　号の面積から算出

※実損面積は、被害区域面積×被害率

塩谷町

※四捨五入の関係上、各項目の計と「合計」欄の数値にずれが生じる場合が
ある

市町名 樹種 被害区域面積 実損面積

足利市

栃木市

佐野市

鹿沼市

日光市


